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令和８年度一般会計予算総額222億円を可決
賛否の分かれた議案
村政を問う！ 〔代表・一般質問〕

委員会メンバーが変わりました
委員会レポート 
就任あいさつ／６月定例会日程（予定）
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3月20日に開催された「石神幼稚園
閉園式及び閉園セレモニー」



令和８年第１回定例会（３月議会）は、３月２日から 26 日までの
会期で開催しました。

各会派の代表質問３人に続き９人の議員が一般質問を行い、予算決
算委員会では、一般会計・特別会計および企業会計それぞれ令和７年
度補正予算および令和８年度予算を審査しました。

また、議案審議では、令和８年度予算を含む村長提出議案等 31 件
全てを可決・承認・同意しました。

３月議会
あらまし

※全議案の議決結果は
ホームページでご覧
いただけます。

賛成（16） 反対（1）

こども・わかもの政策や DX、防災施策、産
業振興ビジョンを評価する一方、財政の厳し
さや基金への依存、スクラップ・アンド・ビル
ドの必要性はあるが、持続可能な財政運営を
求めた上で令和８年度一般会計予算に賛成。

川崎 克彦 議員
小学校給食の無償化や５歳児健診の実施等

は住民の立場で村政を前進させるもので評
価。一方、村政のデジタル化推進による個人情
報流出の危険や、子ども・子育て支援金の医療
保険料からの徴収は筋違い等、容認できない。

大名 美恵子 議員

反対議員の主張賛成議員の主張

東海村の総合計画「まちづくりの羅針盤」が２年目を迎えるに当たり、こども・わかもの政策や産
業振興ビジョンの推進、新たな基盤整備、DX の推進などを重点的な取り組みとして編成された予算
案を賛成多数で可決しました。

令和８年度一般会計予算
総額222億円を可決 前年度比

17億4,700万円の減（ ）

くらしゼロカーボン応援
� 補助事業がスタート
　太陽光発電設備や省エネ家電、EV （電気自動車）購入など、これまで個別に運用していた環境関
連の補助制度を一本化し、「くらしゼロカーボン応援補助事業」として再編する予算について可決し
ました。補助内容はメニュー形式で整理し、新たにエコキュート設置補
助が追加されるとともに、住民の皆さまが選択・申請しやすい仕組みに
改善されます。環境に目を向ける機会が増えることや、予算が一元管理
されることで住民ニーズに応じた柔軟な配分が可能となり、無駄のない
予算の執行となることを期待します。

■当初予算額　1,740 万円

3
月
定
例
会
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議員名

議案等名

新政とうかい 公明党 光風会

結果飛
田
静
幸

大
内
則
夫

越
智
辰
哉

河
野
健
一

吉
田
充
宏

寺
門
定
範

笹
嶋
士
郎

三
上
　
修

松
江
秀
明

川
崎
克
彦

川
﨑
裕
弥

宮
本
翔
太

岡
崎
　
悟

植
木
伸
寿

恵
利
い
つ

村
上
志
保

大
名
美
恵
子

阿
部
功
志

議案第６号 ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 18号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第30号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議案第６号

東海村特定乳児等通園支援の利用時間に関する経過措置に関する条例の制定について
子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整
備に関する内閣府令において、新たに規定された１月当たりの特定乳児等通園支援の利用時間に関
する経過措置を定めるため、条例を制定するもの

議案第７号

東海村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴う表記の変更等、所要の改正を行
うため、条例の一部を改正するもの

議案第８号

東海村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
任意予防接種の実施等に関する事務の処理に際し、行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律第９条第２項の規定に基づき、同一機関内で保有する地方税関係情報、
住民票関係情報等に関し、必要な限度で個人番号の利用を可能とするため、条例の一部を改正する
もの

議案第９号
東海村立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例の制定について
村立幼稚園が村松幼稚園に再編されることに伴い、条例の一部を改正するもの

議案第 18号
令和８年度東海村一般会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ222億円とするもの

議案第 19号
令和８年度東海村国民健康保険事業特別会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ28億 2,296万 7千円とするもの

議案第 20号
令和８年度東海村後期高齢者医療特別会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ7億 7,929万 7千円とするもの

議案第 21号
令和８年度東海村介護保険事業特別会計予算
保険事業勘定の予算総額を歳入歳出それぞれ30億 642万 7千円とし、介護サービス事業勘定の予
算総額を歳入歳出それぞれ359万 2千円とするもの

議案第 30号
東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
子ども・子育て支援金制度の創設による地方税法の改正に伴い、国民健康保険税の算定に際し、子
ども・子育て支援納付金分を新たに加えるため、条例の一部を改正するもの

令和８年第１回定例会（３月議会）では、31 件の議案等のうち、賛否が分かれたのは９件でした。
以下には、賛否が分かれた議案名とその要旨についてお知らせします。

3
月
定
例
会
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一般質問代表質問村政を問う！村政を問う！
飛田　静幸　議員（会派：新政とうかい）　P.5
１　身の丈に合った予算規模と財政健全化に
　　向けたビジョン
２　人口減少への対応と地域間での不均衡
３　こども・わかもの政策と郷土愛の醸成
４　新たな基盤整備と地域間での不均衡
５　村全体のDX推進と効率化の先にあるべき姿
６　くらしの安心・安全の確保

植木　伸寿　議員（会派：公明党）　P.6
１　政策推進への取組は
２　「こども・わかもの」の政策推進は
３　主権者教育への取組は
４　地域の産業振興に向けた取組は
５　福祉的配慮への取組状況は
６　魅力ある地域活動の推進は
７　都市基盤整備に向けた進捗は

村上　志保　議員（会派：光風会）　P.7
１　こども・わかもの政策のさらなる推進について
２　村民生活部におけるくらしの安全課新設と
　　環境政策課の今後の取組について
３　原子力政策について
４　東海村産業振興ビジョンとその推進について
５　移住・定住の促進について
６　都市計画マスタープランの改定と石神地区の
活性化について

７　村民とのより開かれた意見交換の場を

大名　美恵子　議員　P.8
１　生活困窮者の相談窓口の周知及び支援について
２　小学 1・2年生の 30人学級実施の現状に
　　ついて
３　東海第二原発の安全対策工事の進捗状況に
　　ついて
４　東海第二原発の基準地震動に関するデータに
ついて

５　入所施設の避難計画策定状況等の把握について

宮本　翔太　議員　P.8
１　財政の持続可能性
２　市街化調整区域内空き家跡地の有効活用
３　子ども食堂の政策的位置づけと地域づくり
４　給食費負担軽減制度への対応

笹嶋　士郎　議員　P.9
１　物価高騰対策について
２　道路計画について
３　自治会ごみ集積所問題について

阿部　功志　議員　P.9
１　中部電力の不正に関連して東海第二の問題を
問う

２　避難弱者の安全確保の対策は
３　原電の度重なる火災に対する受け止めは
４　中学校での憲法教育の現状は
５　自治会予算の使い方に村のチェックは

恵利　いつ　議員　P.10
１　児童生徒等の安心・安全な環境の確保に
　　向けた取組について
２　学校給食無償化への取組
３　松枯れなど樹木病害に対する取組について

川崎　克彦　議員　P.10
１　東海村農業振興計画を問う
２　消防団の担い手不足及び管轄区割り見直しを
問う

３　スポーツを通じた地域振興を問う
４　居宅介護支援事業所の経営危機を問う

松江　秀明　議員　P.11
１　歩きたくなるまちづくりの推進
２　デジタル技術を生かした「みまもるまち
　　づくり」の展開
３　あいのりくんの利便性向上による地域交通の
整備

三上　修　議員　P.11
１　地域に根差した介護施設開業の動向
２　エンディング・ノートと成年後見人制度の
　　普及状況
３　村内国道沿線の企業進出動向
４　歴史と未来の交流館の展示拡大

岡崎　悟　議員　P.12
１　小中学校給食費と中学校修学旅行費について
２　村が契約者となる認知症賠償保険について
３　大規模災害時のトイレ対策について

一般質問

代表質問

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

東海村議会 検索

代

表

質

問
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一般質問代表質問村政を問う！村政を問う！
　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな施策の提案や意見を述べ、村
政をより良い方向へ導くものです。
　代表質問は、２人以上で構成される会派を代表して行う質問のことで、一般質問は議員個人が行います。なお、東海村では３月定例
会でのみ代表質問が行われています。

代表質問・一般質問とは

答　
令
和
５
年
度
に
「
墓

地
に
関
す
る
意
識
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

お
墓
に
対
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

度
に
「
東
海
村
合
葬
式
墓

地
整
備
基
本
計
画
」
を
策

定
し
、
現
在
は
当
該
計
画

に
基
づ
き
合
葬
式
墓
地
の

実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。

令
和
８
年
度
に
は
整
備
工

事
に
着
手
し
、
併
せ
て
関

連
す
る
条
例
の
改
正
を
行

い
、
令
和
９
年
度
の
な
る

い
」
窓
口
を
具
体
的
に
ど

う
実
現
す
る
の
か
。

答　
令
和
７
年
度
に
引
き

続
き
オ
フ
ィ
ス
什
器
等
を

問　
令
和
８
年
度
は
、
い

よ
い
よ
庁
舎
１
階
の
改
修

が
行
わ
れ
る
が
「
書
か
な

い
・
待
た
な
い
・
迷
わ
な

再
整
備
す
る
と
と
も
に
、

発
券
機
、
総
合
窓
口
シ
ス

テ
ム
の
導
入
お
よ
び
案
内

人
と
な
る
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
配
置
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
滞
在

時
間
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
子
育
て
支
援
課
を
４

階
か
ら
１
階
に
配
置
し
た

こ
と
で
、
転
入
時
や
出
生

時
に
フ
ロ
ア
間
を
移
動
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
ほ

か
、
住
民
の
申
請
書
等
へ

の
記
入
の
大
幅
削
減
や
職

員
に
よ
る
説
明
時
間
の
短

縮
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ

り
10
％
か
ら
15
％
程
度
の

削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
合
葬
式
墓
地
の
供
用

開
始
の
見
通
し
は

答　
令
和
９
年
度
の
早
い

時
期
を
目
指
す

問　
合
葬
式
墓
地
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
度
の
工
事

着
手
か
ら
供
用
開
始
ま
で

の
進
捗
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

役場庁舎１階の改修でどう変わるのか
「書かない・待たない・迷わない」を実現

問
答

答　
合
葬
式
墓
地
の
供
用

開
始
時
期
や
運
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
担
当
課
に

も
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
自
治
会
長
連

絡
会
議
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
定
例
会

な
ど
の
場
を
活
用
し
た
周

知
は
、
情
報
を
広
く
、
直

接
お
届
け
す
る
上
で
、
非

常
に
効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
適
切
な
時
期

に
設
け
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。

新政とうかい

飛
と び

田
た

　静
し ず

幸
ゆ き

　議員改修が予定される村役場庁舎１階窓口

合葬式墓地のイメージ（八戸市ホームページから引用）

べ
く
早
い
時
期
で

の
供
用
開
始
を
目

指
す
。

問　
こ
の
事
業
は

住
民
の
興
味
・
関

心
が
極
め
て
高
い

事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
単
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
に
掲
載
す
る
だ

け
で
な
く
、
よ
り

丁
寧
な
周
知
・
広

報
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

代

表

質

問
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問　
若
者
の
主
体
的
参
画

は
地
域
の
未
来
に
不
可
欠

で
あ
る
。
「
こ
ど
も
・
わ

か
も
の
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
推
進
す
る
か
。

答　
令
和
５
年
度
か
ら
取

り
組
み
を
推
進
し
施
策
を

積
み
上
げ
土
台
を
整
え
た
。

令
和
８
年
度
は
、
拠
点
・

居
場
所
の
方
針
を
ま
と
め
、

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

の
配
置
や

学
生
ユ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー
養
成

に
加
え
、

つ
な
が
る

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
地

域
と
の
接

点
づ
く
り

と
し
て
展

開
す
る
考

え
で
あ
る
。

公明党

植
うえ

木
き

　伸
しん

寿
じ

　議員

「こども・わかもの」のまちづくりは
推進の基盤づくりへ着手する

問
答

問　
子
ど
も
の
主
権
者
教

育
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

答　
社
会
・
政
治
に
関
わ

る
姿
勢
を
育
む

問　
主
権
者
教
育
を
ど
う

推
進
す
る
か
伺
う
。

答　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
を
正
し
く

扱
う
た
め
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
成
し
て
い
る
。

問　
若
者
と
政
治
の
間
に

は
距
離
が
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
る
。
自
分
の
行
動
で

社
会
は
変
わ
る
。
主
権
者

教
育
の
推
進
の
考
え
は
。

答　
若
い
世
代
の
政
治
参

加
と
、
若
者
の
主
体
的
参

画
が
地
域
の
未
来
を
創
る

ま
ち
づ
く
り
の
足
掛
か
り

と
な
る
よ
う
、
主
権
者
教

育
に
取
り
組
む
。

問　
障
が
い
者
の
就
労
支

援
に
向
け
た
考
え
は

答　
働
く
意
欲
の
あ
る
方

の
雇
用
促
進
に
努
め
る

問　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

利
用
者
が
増
え
て
い
る
。

取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
雇
用
促
進
に
向
け
て
、

公
共
施
設
で
就
労
継
続
支

援
事
業
所
の
物
品
販
売
や
、

優
先
的
な
物
品
購
入
と
業

務
委
託
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
障
が
い
者
総

合
支
援
協
議
会
で
の
協
議

を
踏
ま
え
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
企
業

の
連
携
を
促
進
し
た
い
。

問　
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

役場庁舎１階で行われる障がい福祉事業所による物品販売

意
欲
の
あ

る
方
が
前

向
き
に
働

き
続
け
ら

れ
る
よ
う

環
境
整
備

に
努
め
る

こ
と
が
重

要
。
見
解

を
伺
う
。

答　

障
が

い
の
あ
る

方
の
就
労

は
、
単
な

る
就
労
機

会
の
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、

経
済
的
自
立
の
支
援
、
社

会
参
加
の
拡
大
、
自
己
実

現
の
機
会
の
確
保
な
ど
の

面
か
ら
重
要
な
課
題
と
考

え
る
。
近
年
は
、
就
労
に

よ
る
地
域
経
済
の
担
い
手

確
保
と
し
て
の
側
面
も
あ

る
。
今
後
も
、
福
祉
、
教

育
、
保
健
と
の
連
携
体
制

を
強
化
し
、
働
く
意
欲
の

あ
る
方
が
働
き
続
け
ら
れ

る
社
会
の
構
築
に
努
め
る
。

若者の選挙啓発のための主権者教育の様子（東海高校）
代

表

質
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羅
針
盤
」
に
基
づ
く
施
策

を
都
市
計
画
の
観
点
か
ら

推
進
す
る
枠
組
み
と
す
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
の
進
展

を
踏
ま
え
た
土
地
利
用
や
、

人
口
減
少
へ
の
対
応
と
し

て
市
街
化
調
整
区
域
の
規

制
緩
和
も
検
討
す
る
。

問　
石
神
地
区
活
性
化
の

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

は
。

答　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
国
道
整
備
に

よ
り
交
通
利
便
性
が
向
上

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
物

問　
東
海
村
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
は
付
加
価
値
額
の

約
７
割
を
占
め
る
専
門
・

科
学
技
術
、
業
務
支
援

サ
ー
ビ
ス
業
、
電
気
業
を

基
軸
と
し
、
関
連
産
業
を

中
心
に
推
進
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
本
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
手
続
き
は
。

答　
令
和
７
年
２
月
末
か

ら
３
月
中
旬
ま
で
パ
ブ

こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。

問　
国
の
Ｇ
Ｘ
政
策
や
原

子
力
政
策
は
、
政
治
状
況

や
国
際
情
勢
に
よ
り
変
動

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
前

提
が
崩
れ
た
場
合
の
リ
ス

ク
分
散
や
備
え
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　
国
の
政
策
動
向
や
関

連
産
業
の
動
向
を
注
視
し
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
施

策
の
重
点
や
内
容
を
柔
軟

に
見
直
し
て
い
く
。

問　
都
市
計
画
と
石
神
地

区
活
性
化
の
方
向
性
は

答　
石
神
地
区
活
性
化
へ

規
制
緩
和
を
検
討

産業振興ビジョンの今後の推進は
研究分野と発電分野を中心に推進

問
答

に
つ
い
て
も
、
よ
り
現
実

的
な
選
択
肢
と
し
て
検
討

で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
市
街
化
調
整
区
域
内

で
も
住
宅
等
の
建
築
を
可

能
と
す
る
区
域
指
定
の
早

期
導
入
に
つ
い
て
、
検
討

の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　
導
入
に
は
土
地
条
件

や
区
域
バ
ラ
ン
ス
の
整
理

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
石

神
地
区
活
性
化
の
取
り
組

み
の
中
で
検
討
を
進
め
る
。

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
庁
議
を
経
て
策
定
し

た
。

問　
本
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
新

規
需
要
の
想
定
額
と
経
済

波
及
効
果
の
試
算
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
シ
ナ

リ
オ
設
定
の
前
提
条
件
は
。

答　
Ｇ
Ｘ
実
現
や
原
子
力

利
用
に
関
す
る
国
の
政
策

の
方
向
性
が
維
持
さ
れ
る

村ホームページで公開されている
東海村産業振興ビジョン

４車線化が行われる国道６号

光風会

村
む ら

上
か み

　志
し

保
ほ

　議員

流
機
能
や

企
業
立
地

を
見
据
え

た
土
地
利

用
を
検
討

す
る
。
交

通
基
盤
整

備
が
進
む

こ
と
で
、

石
神
地
区

に
お
け
る

市
街
化
調

整
区
域
の

規
制
緩
和

問　
次
期
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
改
定
の
方
向
性

と
取
り
組
み
内
容

を
伺
う
。

答　
社
会
動
向
の

変
化
や
上
位
計
画

と
の
整
合
を
図
り
、

「
ま
ち
づ
く
り
の

代

表

質

問

7 議会だより 2026.4 第 64 号



問　
４
月
か
ら
小
学
校
の

給
食
費
は
ど
う
な
る
か
。

答　
令
和
８
年
４
月
よ
り
、

国
・
県
か
ら
小
学
生
１
人

当
た
り
月
額
５
２
０
０
円

が
交
付
さ
れ
る
。
本
村
の

実
際
の
給
食
費
は
月
額
約

５
９
０
０
円
の
た
め
、
差

額
の
約
７
０
０
円
は
引
き

続
き
村
が
負
担
し
、
保
護

者
の
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
対
応
す
る
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
等
で
給
食
を
食
べ

と
併
せ
て
給
食
の
質
を
維

持
す
る
こ
と
は
必
要
と
考

え
て
お
り
、
献
立
や
食
材

の
調
達
方
法
等
の
工
夫
に

よ
り
質
を
維
持
し
、
保
護

者
へ
の
周
知
を
図
り
な
が

ら
支
援
を
継
続
す
る
。
今

後
、
差
額
が
拡
大
す
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
当
面
は

工
夫
を
重
ね
な
が
ら
保
護

者
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

努
め
る
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
声
を
取
り
入
れ
る

給
食
総
選
挙
の
参
加
学
年

を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
関
わ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問 給食費負担軽減への対応は
答 負担ゼロ・質を維持・総選挙も拡充

問 東海第二も
� 基準地震動データの調査を

答 国が必要な対応を取るものと認識する

問　
東
海
第
二
原
発
の
安

全
性
の
前
提
と
な
る
基
準

地
震
動
算
出
に
関
わ
っ
た

地
質
検
査
会
社
の
う
ち
の

２
社
は
、
浜
岡
原
発
の
不

正
に
関
わ
っ
た
会
社
で
あ

る
こ
と
が
、
共
産
党
国
会

議
員
団
が
過
去
の
資
料
か

ら
調
べ
あ
げ
判
明
し
て
い

る
。
中
部
電
力
と
同
様
の

調
査
を
行
な
う
よ
う
規
制

委
員
会
に
求
め
る
べ
き
。

答　
国
に
お
い
て
事
業
者

へ
の
必
要
な
対
応
が
取
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
は
調
査
等

を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

問　
中
部
電
力
が
浜
岡
原

発
の
基
準
地
震
動
の
デ
ー

タ
を
不
正
に
過
小
評
価
し

た
問
題
に
関
し
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
山
中
委
員

長
は
「
信
頼
が
損
な
わ
れ

た
。
白
紙
に
な
る
と
考

え
る
」
と
述
べ
る
一
方
、

「
水
平
展
開
す
る
考
え
は

な
い
」
と
し
た
。
村
か
ら

水
平
展
開
を
求
め
な
い
か
。

答　

１
月
14
日
付
で
原
子

力
規
制
庁
か
ら
各
事
業
者

に
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
、

ら
れ
な
い
児
童
の
保
護
者

に
対
し
て
も
、
補
助
金
交

付
等
の
負
担
軽
減
策
を
検

討
し
て
い
る
。

問　
給
食
の
質
は
下
が
ら

な
い
か
、
物
価
高
騰
時
の

対
応
は
。

答　
保
護
者
負
担
の
軽
減

「
今
後
の
中
部
電
力
の
原

因
究
明
、
再
発
防
止
策
等

に
よ
っ
て
は
、
追
加
の
対

応
等
を
求
め
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
村
か
ら
水
平
展
開
を

求
め
る
考
え
は
な
い
。

大
お お

名
な

 美
み

恵
え

子
こ

　議員

新政とうかい

宮
み や

本
も と

　翔
しょう

太
た

　議員

最近の東海第二原発（2026年３月撮影）

小学６年生と中学３年生が選んだ
人気メニューが提供される給食総選挙

一

般

質

問
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問　
村
の
物
価
高
対
策
で

あ
る
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
「
６
千
円
の
現
金

給
付
」
に
つ
い
て
、
財
政

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
他
自
治
体
よ
り
見
劣

り
す
る
内
容
で
あ
る
。
国

交
付
金
は
、
財
政
力
に

よ
っ
て
減
額
さ
れ
る
仕
組

み
だ
が
、
減
額
部
分
を
独

自
財
源
で
補
填
し
、
よ
り

手
厚
く
実
施
す
べ
き
で
は

問 物価高対策が他市町より
� 少ないのでは

源
の
中
で
も
、
村
民
の
皆

さ
ま
へ
の
直
接
的
な
支
援

を
最
優
先
に
考
え
、
実
施

を
判
断
し
た
。

問　
他
自
治
体
と
比
較
す

る
と
給
付
額
が
低
い
こ
と

も
事
実
。
財
源
と
し
て
、

病
院
会
計
の
内
部
留
保
資

金
の
活
用
、
財
政
調
整
基

金
28
億
円
の
債
権
運
用
を

一
部
解
約
し
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
他
自
治
体
並
み

の
給
付
額
に
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

答　
提
案
内
容
は
意
見
と

し
て
受
け
止
め
る
が
、
現

時
点
で
採
用
す
る
考
え
は

な
い
。
物
価
高
対
策
は
、

今
後
も
柔
軟
か
つ
的
確
な

対
応
に
努
め
る
。

問　
原
子
力
災
害
時
、
在

宅
介
護
の
人
へ
の
ヘ
ル

パ
ー
の
支
援
は
。

答　
支
援
者
自
身
の
安
全

確
保
が
最
優
先
で
、
ヘ
ル

パ
ー
の
支
援
は
通
常
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
範
囲
外
。

避
難
行
動
要
支
援
者
と
し

て
登
録
い
た
だ
き
た
い
。

問　
社
会
は
エ
イ
ブ
リ
ズ

ム
（
健
常
者
中
心
主
義
）

の
克
服
が
必
要
だ
。

問 避難が困難な人への
� 対応と課題は

答 対象者は避難行動要支援者に登録を

で
93
名
の
み
。
避
難
計
画

は
避
難
が
困
難
な
人
へ
の

視
点
が
不
十
分
。
具
体
的

な
対
応
と
課
題
は
。

答　
自
家
用
車
か
一
時
集

合
場
所
か
ら
の
バ
ス
で
避

難
を
。
避
難
行
動
要
支
援

者
と
し
て
対
象
と
な
る
方

に
は
漏
れ
な
く
登
録
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
情

報
の
把
握
に
注
力
し
、
制

度
を
周
知
す
る
。

問　
村
内
の
病
院
、
介
護

施
設
等
の
避
難
計
画
の
進

展
具
合
、
そ
の
課
題
は
。

答　
施
設
の
計
画
策
定
に

は
避
難
先
、
避
難
手
段
等
、

課
題
が
あ
る
と
県
か
ら
聞

い
て
い
る
。

答 限られた財源で直接的な支援を最優先

　
本
村
の
高
齢
の
独
り
暮

ら
し
１
３
６
８
世
帯
。
自

宅
で
の
介
護
者
９
７
２
名
。

障
が
い
者
１
６
７
２
名

（
重
複
あ
り
）。
原
則
こ

の
全
て
を
避
難
行
動
要
支

援
者
登
録
し
、
要
介
護
者

も
登
録
基
準
の
見
直
し
を
。

し
か
し
登
録
は
今
年
１
月

な
か
っ
た
か
。

答　
総
事
業
費
２
億
５

千
万
円
の
う
ち
、
４
千

４
百
万
円
を
村
の
一
般

財
源
か
ら
充
当
す
る
。

国
交
付
金
は
、
財
政
力

指
数
の
高
い
本
村
で
は

交
付
額
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
が
、
限
ら
れ
た
財

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

　士
し

郎
ろ う

　議員

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

要支援者の避難所の一つである
総合福祉センター「絆」

村民１人当たり6,000円の現金支給を
実施する東海村役場

一

般

質

問
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問　
こ
れ
ま
で
の
担
い
手

不
足
へ
の
対
応
と
成
果
、

管
轄
区
割
り
見
直
し
の
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
方

向
性
は
。

答　
担
い
手
不
足
は
全
国

的
課
題
で
あ
り
、
村
で
は

報
酬
額
の
段
階
的
引
き
上

げ
や
広
報
を
、
各
分
団
で

は
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
に

今
後
、
意
見
集
約
後
に
円

滑
な
再
編
を
進
め
る
。

問　
人
口
動
態
や
地
理
的

条
件
な
ど
、
客
観
的
デ
ー

タ
に
基
づ
く
検
討
は
。

答　
重
要
な
視
点
で
あ
り
、

今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ

と
す
る
。

問　
消
防
団
改
革
に
向
け

た
実
行
体
制
は
。

答　
検
討
組
織
の
設
置
は

意
見
照
会
結
果
を
踏
ま
え

判
断
。
現
状
の
団
員
数
は

高
充
足
率
で
、
災
害
対
応

の
協
力
体
制
も
構
築
済
み

で
あ
る
。
再
編
は
地
域
理

解
や
影
響
の
大
き
さ
を
見

極
め
つ
つ
、
段
階
的
に
進

め
る
こ
と
も
検
討
が
必
要
。

問 消防団員不足と
� 管轄区割り再編は

答 段階的に進めることも含め検討が必要

問 海岸線の白砂青松を守る施策は
答 クロマツ林『リジェネプロジェクト』

で
対
応
。
加
え
て
、
抵
抗

性
ク
ロ
マ
ツ
苗
の
植
樹
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
東
海
村
松
く
い
虫
防
除

対
策
連
絡
会
」
を
組
織
し
、

適
切
な
防
除
対
策
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。

問　
被
害
が
広
が
る
と
、

防
除
対
策
に
人
手
と
お
金

が
か
か
る
。
県
内
で
外
来

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
よ
る
サ

ク
ラ
枯
れ
被
害
が
発
生
・

拡
大
し
て
い
る
。
サ
ク
ラ

が
ク
ロ
マ
ツ
と
同
じ
道
を

た
ど
ら
な
い
た
め
に
も
、

早
期
の
対
策
が
不
可
欠
。

答　
情
報
の
共
有
を
強
化

し
、
早
期
の
発
見
と
適
切

な
対
応
に
努
め
る
。

問　
村
松
海
岸
で
松
く
い

虫
に
よ
る
マ
ツ
枯
れ
が
広

が
っ
て
い
る
。
千ち

ぢ々

乱ら
ん
ぷ
う風

伝
説
の
砂
嵐
を
防
ぐ
た
め

に
も
村
松
海
岸
の
松
林
を

守
る
こ
と
は
大
切
。
被
害

は
海
岸
松
林
の
何
割
程
度

に
広
が
っ
て
い
る
か
。
被

害
拡
大
防
止
の
た
め
に
こ

れ
ま
で
に
投
入
し
た
費
用

と
そ
の
対
応
は
。

答　
平
成
24
年
頃
か
ら
被

害
が
拡
大
し
、
現
在
は
全

体
の
５
～
６
割
程
度
に
広

が
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

よ
る
入
団
を
促
進
。
現
時

点
で
成
果
は
明
確
で
は
な

い
が
、
他
市
町
村
の
事
例

も
参
考
に
引
き
続
き
対
応

す
る
。
管
轄
区
割
り
見
直

し
は
、
分
団
長
会
議
で
現

７
区
分
を
コ
ミ
セ
ン
同
様

の
６
区
分
に
再
編
す
る
案

を
提
示
し
、
各
分
団
長
や

団
員
と
情
報
共
有
・
意
見

照
会
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

る
。
被
害
拡
大
防
止
と
松

林
再
生
の
た
め
に
平
成
28

年
度
か
ら
の
10
年
間
で
約

６
０
０
０
万
円
投
入
し
、

薬
剤
散
布
や
枯
れ
木
の
伐

倒
お
よ
び
く
ん
蒸
処
理
等

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

新政とうかい

川
か わ

崎
さ き

　克
か つ

彦
ひ こ

　議員

毎年開催されている消防団夏季訓練

村松海岸の松林を守るためにスーパー
エリートの抵抗性クロマツ苗を植樹

一

般

質

問
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問　
健
康
寿
命
の
延
伸
や

村
民
の
幸
福
度
向
上
に
向

け
、
既
存
施
設
の
利
活
用

や
回
遊
性
の
向
上
、
ま
た

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
の
選
定

な
ど
、
村
全
体
で
「
歩
き

た
く
な
る
環
境
」
を
ど
う

構
築
し
て
い
く
の
か
。 

答　
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
を
確
保
す
る
た
め
に

幹
線
道
路
の
歩
道
再
整
備

方
針
を
策
定
す
る
。
幹
線

道
路
等
の
整
備
に
合
わ
せ
、

問 歩きたくなるまちづくりの
� 推進は

が
困
難
な
場
所
に
お
い
て
、

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
具
体
的
な
整
備

方
針
と
村
民
が
歩
き
た
く

な
る
動
機
づ
け
や
健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
た
村
の
考

え
を
具
体
的
に
伺
う
。

答　
生
活
道
路
は
歩
道
整

備
が
困
難
な
路
線
が
多
い

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
す
る
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
継
続
は
環
境
要
因
が
大

き
く
左
右
す
る
た
め
、
新

し
い
ル
ー
ト
整
備
や
他
の

イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
運
動
習
慣
の

定
着
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
本
村
で
も
介
護
施
設

利
用
者
の
施
設
探
し
が
難

航
し
、
入
所
待
ち
や
近
隣

市
の
施
設
に
入
所
す
る

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
介
護
事

業
者
の
誘
致
は
喫
緊
の
課

題
。
本
村
に
開
業
を
希
望

す
る
介
護
事
業
者
の
動
向

お
よ
び
介
護
施
設
誘
致
の

問 介護施設誘致の方向性は
答 誘致に向けて地域ニーズを把握

供
す
る
事
業
者
を
公
募
し

た
が
、
応
募
に
至
っ
て
い

な
い
。

問　
介
護
施
設
誘
致
の
た

め
に
、
村
有
地
の
さ
ら
な

る
開
放
や
土
地
利
用
条
件

の
部
分
的
な
拡
大
が
必
要

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
介
護
施
設
誘
致
の
た

め
に
村
有
地
を
提
供
す
る

な
ど
の
土
地
利
用
計
画
は

現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、

村
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
適
切
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
事
業
者
参
入
の

動
向
を
見
守
る
。

答 ハード・ソフト両面で整備を進める

方
向
性
は
。

答　
地
域
に
根
差
し
た
介

護
事
業
所
の
必
要
性
を
認

識
し
て
、
令
和
６
年
度
に
、

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
お
よ
び
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
（
通
い
、

泊
ま
り
、
訪
問
を
一
つ
の

事
業
所
で
受
け
ら
れ
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
）
を
提

公
園
や
豊
か
な
自
然
環
境

を
生
か
し
た
コ
ー
ス
の
検

討
を
進
め
、
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与

等
の
施
策
と
も
連
動
し
、

引
き
続
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
推
奨
、
啓
発
に
努
め
る
。

問　
物
理
的
な
歩
道
整
備

新政とうかい

松
ま つ

江
え

　秀
ひ で

明
あ き

　議員

新政とうかい

三
み

上
か み

　修
おさむ

　議員

季節の風を感じる細浦の村道

須和間地内の村有地（南台保育所跡地）

一

般

質

問
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問 中学校給食費の無償化を迅速に
答 １人当たり年額 14,300 円を村が負担

る
。
ま
た
、
学
校
給
食
費

に
は
、
精
米
代
・
牛
乳
代

の
一
部
等
の
支
援
を
し
て

い
る
。
現
在
の
中
学
校
給

食
費
は
、
１
人
当
た
り
月

額
４
６
０
０
円
で
あ
り
、

実
際
に
か
か
る
食
材
費
が

月
額
約
５
９
０
０
円
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
差
額
の
１

３
０
０
円
を
村
が
負
担
し

て
い
る
。
年
額
で
は
１
人

当
た
り
１
４
３
０
０
円
の

支
援
を
し
て
い
る
。
こ
の

差
額
分
を
村
が
負
担
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
は
国
の
方
針
に
合
わ
せ

て
、
無
償
化
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

問　
令
和
８
年
４
月
か
ら

小
学
校
給
食
費
の
無
償
化

が
始
ま
る
。
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
も
、
同
時
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
国
の
中
学
校
給
食
費

無
償
化
の
方
針
が
、
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
中
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
は
、
予
算
が
い
く

ら
必
要
か
。
令
和
５
年
度

は
、
１
人
当
た
り
年
間
約

８
５
０
０
円
の
給
食
費
支

援
を
実
施
し
た
。
現
在
、

本
村
か
ら
の
支
援
額
は
、

い
く
ら
な
の
か
伺
う
。

答　
生
徒
数
１
１
５
０
人
。

１
人
分
の
給
食
費
４
６
０

０
円
と
実
施
月
11
か
月
で

積
算
す
る
と
約
５
８
０
０

万
円
の
予
算
が
必
要
で
あ

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

学校で提供された給食

１　議会運営委員会（任期２年）

２　常任委員会（任期２年）

３　議会報編集委員会（任期２年）

◎委員長　　◯副委員長

委員会メンバーが変わりました
委員会名 人数 所属議員名 目　　　的

議会運営委員会 ８人
◎河野　健一　◯寺門　定範　　飛田　静幸
　大内　則夫　　恵利　いつ　　岡崎　　悟
　越智　辰哉　　笹嶋　士郎

・議会の運営に関する事項
・議会の会議規則、委員会に関する条例

等に関する事項
・議長の諮問に関する事項

委員会名 人数 所属議員名 目　　　的

総務委員会 ６人 ◎飛田　静幸　◯宮本　翔太　　大名美恵子
　河野　健一　　吉田　充宏　　植木　伸寿

・総合戦略部、総務部、村民生活部、会
計課、議会事務局の所管に属する事項

・他の委員会の所管に属さない事項
文教厚生委員会 ６人 ◎三上　　修　◯松江　秀明　　大内　則夫

　恵利　いつ　　阿部　功志　　川﨑　裕弥
・福祉部、教育委員会の所管に属する事

項
建設産業委員会 ６人 ◎寺門　定範　◯川崎　克彦　　岡崎　　悟

　越智　辰哉　　笹嶋　士郎　　村上　志保
・産業部、建設部、農業委員会の所管に

属する事項
一般会計予算決算

委員会 ８人
◎飛田　静幸　◯川崎　克彦　　大名美恵子
　恵利　いつ　　河野　健一　　植木　伸寿
　寺門　定範　　笹嶋　士郎

・一般会計の予算および決算に関する事
項

特別会計予算決算
委員会 ９人

◎岡崎　　悟　◯川﨑　裕弥　　大内　則夫
　越智　辰哉　　阿部　功志　　三上　　修
　松江　秀明　　村上　志保　　宮本　翔太

・特別会計および企業会計の予算および
決算に関する事項

委員会名 人数 所属議員名 目　　　的

議会報編集委員会 ７人
◎寺門　定範　◯岡崎　　悟　　大名美恵子
　恵利　いつ　　越智　辰哉　　植木　伸寿
　宮本　翔太

・議会報発行に関して必要な事項を協
議、調整すること

一

般

質

問
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ひたちなか・東海クリーンセンターを視察しました
委員会レポート

総務委員会ではひたちなか地区の調査視察を目的として、１月 28 日にひたちなか・東海クリーン
センターを視察しました。施設の概要説明を受け、その
後、プラットホームやごみピット、灰溶融炉など主要設
備を見学し、ごみ処理の流れを確認しました。焼却炉で
発生した熱を利用した発電により施設内の電力を賄う仕
組みや、処理後に発生する灰を資源として再利用する取
り組みなど、環境負荷を抑えたリサイクル型施設である
ことを実感しました。また、炉内に残った不燃物の展示
を通して、施設を長期的に維持し、効率的な処理を行う
ためには、村民一人一人の適切な分別が欠かせないこと
を改めて認識しました。

ひたちなか・東海クリーンセンターの
施設内を見学する委員

総 務
委 員 会

町村議会広報クリニックを受講しました
議会報編集委員会では、より分かりやすく、手に取り

やすい「議会だより」の作成を目指し、編集委員全員の
スキル向上を目的として、２月 20 日に町村議会広報ク
リニック（東京都千代田区）を受講しました。 

当日は、編集に関する技術的な手法を学ぶとともに、
本村の議会だよりについて直接アドバイスをいただくこ
とができました。今回のクリニックで得た知見を生かし、
今後も皆さまに議会での審議内容や村政の課題をより分
かりやすくお伝えできるよう、議会だよりの作成に努め
ていきます。 町村議会広報クリニックの様子

議会報編集
委 員 会

日本原子力発電株式会社を視察しました
原子力問題調査特別委員会では、３月 19 日に原子力

施設の現状把握を目的として、日本原子力発電株式会社
が実施している東海第二発電所の安全性向上対策工事お
よび鋼製防護壁基礎部モックアップ施設（日立市大和田
町）の視察を行いました。 

実規模で行われている鉄筋組立試験やコンクリート充
填性確認試験の様子を見学しました。また、緊急時対策
所建屋の建屋内部や屋上階から安全性向上対策工事の進
捗状況を確認しました。今後も、村内の原子力施設につ
いて継続的に視察を実施していく予定です。

原子力問題
調査特別
委 員 会

鋼製防護壁基礎部モックアップ施設で
説明を受ける様子

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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委 員 長　　寺門　定範　　副 委 員 長　　岡崎　　悟
委 　 員　　大名美恵子　　恵利　いつ　　越智　辰哉　　植木　伸寿　　宮本　翔太

表紙写真の紹介

はじめよう！

か
ら聴傍

どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越し
ください。（受付は30分前から）

傍聴の定員は42名
シリーズ 17

定例会日程（予定）６月 　　　については　　　　　　　
インターネットでライブ配信

※日程は変更になる場合があります。
※�議案上程・一般質問・議案審議は、議会棟２階の議会事務局窓口で住所・氏名等を記載するだけで、どなたでも傍聴できます。

　昭和 37 年に創設され
た 石 神 幼 稚 園 が、3 月
20 日をもって 63 年の
歴史に幕を閉じました。 
閉園式では、子どもたち
が元気いっぱいの歌声を
響かせていました。
　ここで育まれた友達・
家族・地域との絆は、か
けがえのない宝物です。
　ありがとう、石神幼稚園。
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期　日 時　間 内　容
６月１日（月） 午前10時～ 議案上程　
６月９日（火） 午前10時～ 一般質問　
６月10日（水） 午前10時～ 一般質問　
６月11日（木） 午前10時～ 一般質問　

期　日 時　間 内　容
６月12日（金） 午前９時～ 予算決算委員会
６月15日（月） 午前10時～ 予算決算委員会
６月18日（木） 午前10時～ 議案審議　

　このたび、議員各位のご推挙をいただき、議長の重責を担うこととなりま
した。
　議長に就任するに当たり、「公正公平な議会運営」をお誓いし、円滑かつ
民主的に推進していきます。
　東海村のさらなる飛躍のため、執行部とは適切な緊張感を保ちつつ、時に
は厳しく行政をチェックし、時には建設的な提言を行っていきます。

議長　吉
よ し
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 充
み ち
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ひ ろ

（４期）

　このたび、議員各位からご推挙をいただき、副議長の大任を拝命いたしま
した。責任の重さに身の引き締まる思いであります。議長を補佐し、円滑な
議会運営が図られるよう努めてまいります。そして、誰もが安心して暮らせ
る、豊かで愛着と誇りを持てる地域社会の実現に向け全力で取り組んでまい
る所存です。村民の皆さまには、今後とも一層のご指導とご理解を賜ります
ようお願いを申し上げます。

副議長　植
う え

木
き

 伸
し ん

寿
じ

（４期）

新たな正副議長が就任しました。


